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な
ぜ
、
経
験
豊
富
な
高
齢
者
の
被
害

　

な
ぜ
、
経
験
豊
富
な
高
齢
者
の
被
害

が
多
い
の
か
、
ま
た
、
過
疎
化
が
進
む

が
多
い
の
か
、
ま
た
、
過
疎
化
が
進
む

増
毛
町
で
高
齢
者
や
幼
児
・
妊
婦
等
が

増
毛
町
で
高
齢
者
や
幼
児
・
妊
婦
等
が

災
害
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど

災
害
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
特
集
致
し
ま
す
。

う
す
れ
ば
良
い
の
か
特
集
致
し
ま
す
。

　

大
震
災
や
津
波
な
ど
、
突
然
自
分
自

　

大
震
災
や
津
波
な
ど
、
突
然
自
分
自

身
に
危
険
が
降
り
掛
か
り
そ
う
に
な
る

身
に
危
険
が
降
り
掛
か
り
そ
う
に
な
る

と
、
人
は
「
危
険
か
ら
目
を
そ
む
け
、

と
、
人
は
「
危
険
か
ら
目
を
そ
む
け
、

適
切
に
行
動
で
き
な
く
な
る
こ
と
」
が

適
切
に
行
動
で
き
な
く
な
る
こ
と
」
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。（
防
災
心
理
学
）

知
ら
れ
て
い
ま
す
。（
防
災
心
理
学
）

こ
の
心
理
的
な
「
特
徴
」
に
は
代
表
的

こ
の
心
理
的
な
「
特
徴
」
に
は
代
表
的

な
六
つ
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

な
六
つ
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

①
目
先
の
利
益
や
損
失
を
偏
重
し
、
長

　

期
的
な
視
点
を
失
う
傾
向

例　

耐
震
対
策
を
「
必
ず
や
ろ
う
」
と

例　

耐
震
対
策
を
「
必
ず
や
ろ
う
」
と

　

家
族
で
決
め
た
が
、
当
面
必
要
な
出

　

家
族
で
決
め
た
が
、
当
面
必
要
な
出

　

費
を
最
優
先
し
て
後
回
し
に
し
た
。

　

費
を
最
優
先
し
て
後
回
し
に
し
た
。

②
過
去
の
教
訓
を
忘
れ
、
最
近
の
経
験

　

だ
け
で
決
定
し
よ
う
と
す
る
傾
向

例　

過
去
に
津
波
被
害
が
あ
り
高
台
へ

例　

過
去
に
津
波
被
害
が
あ
り
高
台
へ

　

移
り
住
ん
だ
の
に
そ
の
教
訓
が
忘
れ

　

移
り
住
ん
だ
の
に
そ
の
教
訓
が
忘
れ

　

ら
れ
、
再
び
海
岸
沿
い
に
住
宅
が
建

　

ら
れ
、
再
び
海
岸
沿
い
に
住
宅
が
建

　

て
ら
れ
、
津
波
が
再
来
し
被
災
し
た
。

　

て
ら
れ
、
津
波
が
再
来
し
被
災
し
た
。

③
自
分
が
被
害
を
受
け
る
可
能
性
を
過

　

小
評
価
し「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
だ
」

　

と
思
い
込
む
傾
向

例　

過
去
の
災
害
は
ニ
ュ
ー
ス
で
見
聞

例　

過
去
の
災
害
は
ニ
ュ
ー
ス
で
見
聞

　

き
し
た
「
他
人
ご
と
」
と
し
て
記
憶

　

き
し
た
「
他
人
ご
と
」
と
し
て
記
憶

　

さ
れ
、
自
分
が
遭
遇
す
る
こ
と
を
想

　

さ
れ
、
自
分
が
遭
遇
す
る
こ
と
を
想

　

像
で
き
な
い
し
、
思
っ
て
も
み
な
い
。

　

像
で
き
な
い
し
、
思
っ
て
も
み
な
い
。

④
新
し
い
行
動
や
変
化
を
避
け
、
現
状

　

維
持
を
好
む
傾
向

例　

対
策
の
必
要
性
は
理
解
し
て
い
て

例　

対
策
の
必
要
性
は
理
解
し
て
い
て

　

も
、
何
か
ら
手
を
付
け
る
か
考
え
て

　

も
、
何
か
ら
手
を
付
け
る
か
考
え
て

　

い
る
だ
け
で
結
局
何
も
や
ら
な
い
。

　

い
る
だ
け
で
結
局
何
も
や
ら
な
い
。

　
「
現
状
維
持
」
で
良
い
と
い
う
誤
っ

　
「
現
状
維
持
」
で
良
い
と
い
う
誤
っ

　

た
選
択
を
し
、
自
覚
し
て
な
い
。

　

た
選
択
を
し
、
自
覚
し
て
な
い
。

⑤
限
ら
れ
た
一
部
の
情
報
だ
け
で
考
え

　

て
し
ま
う
傾
向

例　

防
災
グ
ッ
ズ
を
買
い
揃
え
た
だ
け

例　

防
災
グ
ッ
ズ
を
買
い
揃
え
た
だ
け

　

で
安
心
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難

　

で
安
心
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難

　

先
や
経
路
な
ど
を
確
認
し
て
い
な
い
。

　

先
や
経
路
な
ど
を
確
認
し
て
い
な
い
。

⑥
周
囲
の
人
の
行
動
や
意
見
に
影
響
を

　

受
け
て
行
動
を
決
定
す
る
傾
向

例　

津
波
が
来
て
も
「
ご
近
所
は
誰
も

例　

津
波
が
来
て
も
「
ご
近
所
は
誰
も

　

逃
げ
て
い
な
い
か
ら
」
と
、
判
断
を

　

逃
げ
て
い
な
い
か
ら
」
と
、
判
断
を

　

他
人
任
せ
に
し
て
避
難
し
な
い
。

　

他
人
任
せ
に
し
て
避
難
し
な
い
。

　

正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
は
、
予
期
せ
ぬ

　

正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
は
、
予
期
せ
ぬ

事
態
に
直
面
し
た
と
き
、「
心
の
平
穏
」

事
態
に
直
面
し
た
と
き
、「
心
の
平
穏
」

を
保
つ
た
め
に
「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

を
保
つ
た
め
に
「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

得
な
い
」
と
い
う
先
入
観
や
思
い
込
み

得
な
い
」
と
い
う
先
入
観
や
思
い
込
み

が
働
き
、
物
事
を
正
常
の
範
囲
だ
と
自

が
働
き
、
物
事
を
正
常
の
範
囲
だ
と
自

動
的
に
認
識
す
る
心
の
働
き
の
こ
と
を

動
的
に
認
識
す
る
心
の
働
き
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。

言
い
ま
す
。

　

想
定
外
の
事
態
に
お
い
て
、
正
常
性

　

想
定
外
の
事
態
に
お
い
て
、
正
常
性

バ
イ
ア
ス
が
働
く
こ
と
で
避
難
行
動
の

バ
イ
ア
ス
が
働
く
こ
と
で
避
難
行
動
の

判
断
を
妨
げ
て
し
ま
い
、
結
果
、
逃
げ

判
断
を
妨
げ
て
し
ま
い
、
結
果
、
逃
げ

遅
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

遅
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
働
き
で
あ
る
た
め
人
数

　

ま
た
、
心
の
働
き
で
あ
る
た
め
人
数

が
多
い
ほ
ど
か
か
り
や
す
く
、
企
業
に

が
多
い
ほ
ど
か
か
り
や
す
く
、
企
業
に

お
い
て
も
危
険
性
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

お
い
て
も
危
険
性
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
正
常
性
バ
イ
ア
ス
が
働

れ
て
い
ま
す
。
正
常
性
バ
イ
ア
ス
が
働

か
な
い
様
に
日
頃
か
ら
あ
ら
ゆ
る
状
況

か
な
い
様
に
日
頃
か
ら
あ
ら
ゆ
る
状
況

を
想
定
し
、
行
動
指
針
（
避
難
ス
イ
ッ

を
想
定
し
、
行
動
指
針
（
避
難
ス
イ
ッ

チ
）
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

チ
）
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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心
理
的
特
徴

過
去
の
大
震
災
時
で
は
死
者
の

６
割
が
60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代

正
常
性
バ
イ
ア
ス

　
１
９
２
３
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た

関
東
大
震
災
を
教
訓
に
、
９
月
１
日
を

「
防
災
の
日
」と
し
、
毎
年
各
地
で
大
規

模
な
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
増
毛
町
で
も
こ
の
日
に
合
わ
せ
、
全

町
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の

防
災
意
識
の
維
持
・
高
揚
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
で
は
、
突
然
発
生
す
る
地
震
の

怖
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
対
策
の
重
要

性
を
再
認
識
し
、
厳
冬
期
や
夜
間
を
想

定
し
た
非
常
用
備
蓄
の
再
配
備
を
行
い

ま
し
た
。

〜
災
害
を
知
る
、

　
　備
え
る
こ
と
が

　
　
　命
を
守
り
ま
す
〜

〜
災
害
を
知
る
、

　
　備
え
る
こ
と
が

　
　
　命
を
守
り
ま
す
〜



①
こ
れ
ま
で
災
害
が
無
か
っ
た
か
ら

　
「
今
回
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
思
っ

　

た
（
考
え
す
ら
し
な
か
っ
た
）

　

し
か
し
、
実
際
に
は
大
き
な
地
震
が

　

発
生
し
た
～
（
阪
神
淡
路
大
震
災
）

　

地
震
を
発
生
さ
せ
る
海
洋
プ
レ
ー
ト

　

地
震
を
発
生
さ
せ
る
海
洋
プ
レ
ー
ト

は
、
ぶ
つ
か
り
合
い
絶
え
ず
地
震
を
起

は
、
ぶ
つ
か
り
合
い
絶
え
ず
地
震
を
起

こ
す
力
を
蓄
積
し
て
い
る
た
め
、
地
震

こ
す
力
を
蓄
積
し
て
い
る
た
め
、
地
震

大
国
日
本
で
は
常
日
頃
地
震
に
遭
遇
す

大
国
日
本
で
は
常
日
頃
地
震
に
遭
遇
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

②
い
ざ
と
な
っ
た
ら
、
何
と
か
逃
げ
ら

　

れ
る
と
思
っ
た

　

し
か
し
、
実
際
は
逃
げ
遅
れ
て
し

　

ま
っ
た
～
（
東
日
本
大
震
災
）

　

高
齢
者
は
健
康
な
成
人
に
比
べ
て
足

　

高
齢
者
は
健
康
な
成
人
に
比
べ
て
足

腰
が
弱
く
、
判
断
力
も
低
下
し
「
逃
げ

腰
が
弱
く
、
判
断
力
も
低
下
し
「
逃
げ

遅
れ
」
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

遅
れ
」
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

若
い
世
代
と
は
違
い
身
動
き
が
と
り

　

若
い
世
代
と
は
違
い
身
動
き
が
と
り

に
く
く
、
自
力
避
難
が
で
き
る
人
で
も

に
く
く
、
自
力
避
難
が
で
き
る
人
で
も

長
距
離
の
移
動
は
難
し
く
、
高
台
へ
の

長
距
離
の
移
動
は
難
し
く
、
高
台
へ
の

避
難
途
中
で
転
倒
す
る
場
合
も
あ
り
ま

避
難
途
中
で
転
倒
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
状
況
理
解
力
や
判
断
力
も

す
。
ま
た
、
状
況
理
解
力
や
判
断
力
も

低
下
し
て
お
り
、
道
路
の
冠
水
を
見
て

低
下
し
て
お
り
、
道
路
の
冠
水
を
見
て

か
ら
危
険
に
気
付
く
な
ど
、
避
難
タ
イ

か
ら
危
険
に
気
付
く
な
ど
、
避
難
タ
イ

ミ
ン
グ
を
既
に
逃
し
て
い
る
こ
と
が
多

ミ
ン
グ
を
既
に
逃
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
被
災
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

く
、
被
災
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

③
被
災
後
２
～
３
日
で
普
通
の
生
活
に

　

戻
れ
る
と
思
っ
て
い
た

　　

し
か
し
、
実
際
は
戻
れ
な
か
っ
た
～

　

長
引
く
避
難
生
活
で
生
活
環
境
が
変

　

長
引
く
避
難
生
活
で
生
活
環
境
が
変

わ
り
、
災
害
後
の
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
、

わ
り
、
災
害
後
の
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
、

慢
性
疾
患
を
抱
え
て
い
る
人
は
体
調
が

慢
性
疾
患
を
抱
え
て
い
る
人
は
体
調
が

悪
化
し
、
最
悪
死
亡
す
る
恐
れ
が
あ
る

悪
化
し
、
最
悪
死
亡
す
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
震

こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
震

災
関
連
死
の
増
加
）

災
関
連
死
の
増
加
）

④
高
齢
者
世
帯
ほ
ど
、
避
難
に
時
間
を

　

要
し
ま
す
（
平
成
十
二
年
東
海
豪

　

雨
／
東
大
大
学
院
）

　

若
い
人
と
同
居
し
て
い
る
高
齢
者
は

　

若
い
人
と
同
居
し
て
い
る
高
齢
者
は

避
難
に
１
時
間

避
難
に
１
時
間
3030
分
を
要
し
た
の
に
対

分
を
要
し
た
の
に
対

し
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
２
時
間

し
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
２
時
間
3030

分
を
要
し
た
と
い
う
研
究
結
果
が
あ
り

分
を
要
し
た
と
い
う
研
究
結
果
が
あ
り

ま
す
。

ま
す
。

　

重
大
な
危
機
が
迫
る
と
正
常
性
バ
イ

　

重
大
な
危
機
が
迫
る
と
正
常
性
バ
イ

ア
ス
が
働
き
、
正
確
な
判
断
が
出
来
な

ア
ス
が
働
き
、
正
確
な
判
断
が
出
来
な

く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
場

く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
場

合
は
高
齢
者
特
有
の
特
徴
を
理
解
し
て
、

合
は
高
齢
者
特
有
の
特
徴
を
理
解
し
て
、

災
害
に
よ
る
犠
牲
を
未
然
に
回
避
し
ま

災
害
に
よ
る
犠
牲
を
未
然
に
回
避
し
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

　

今
年
３
月
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た

　

今
年
３
月
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た

  

「
増
毛
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は

「
増
毛
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は

ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
？

ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
？

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
防
災
士
か
ら

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
防
災
士
か
ら

の
留
意
点
を

の
留
意
点
を
「　

／
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
と
し

て
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

て
記
載
し
て
お
り
ま
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高
齢
者
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徴

防災担当の土田さんから一言
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7／27
（土）

～ 第６７回増毛町港まつり ～

～ 旧増毛小学校「ぞうきんがけ選手権」～

7／27
（土）

　「第６７回増毛町港まつり」が増毛港で開催され、会場には多くの観客が来場し、ビアパーティー
や花火を堪能しました。
　午後４時３０分からは、町漁業協同組合青年部（土橋淳生部長）主催の「大漁お楽しみ会ビアパー
ティー」が始まり、ビールを片手に焼きホタテや海鮮焼きそばなどを頬張りながら談笑する姿が多く
見られました。その他にも、大漁祈願としてお菓子のばらまきや海鮮の詰合せなど豪華景品が当たる
抽選会などが行われ、会場は大盛り上がりでした。
　午後７時４５分からは、「納涼花火大会」が行われ、目の前で打ち上がる大迫力の花火に観客たち
は魅了され、夏の一夜を楽しみました。グランドフィナーレでは、人気ロックバンド・Mrs.GREEN
APPLEの「Soranji」の曲に合わせて、金色のスターマインが夜空を色鮮やかに埋め尽くし、会場は
万雷の拍手で包まれました。

　「ぞうきんがけ選手権２０２４」が旧増毛小学校
で開催され、８７名がぞうきんがけする速さを競い
ました。
　旧増毛小学校は現存する道内最古の木造校舎で、
北海道遺産に指定されている旧増毛小学校ＰＲのた
めに開催され、参加者は個人の部・リレーの部に分
かれて競い合い、個人の部では廊下、リレーの部で
は体育館で競技が行われました。
　表彰式では、各組上位３位（リレーの部は上位３
チーム）までに表彰、及び副賞として増毛産さくら
んぼやホタテなど豪華景品が贈られ、結果に一喜一
憂する人達で盛り上がりました。

熱気に満ちたビアパーティーと、耳をつんざくほどの花火！

木造廊下を駆け抜ける熱き決闘者達！

8／9
（金）

～ 旧増毛小学校「肝試し大会」～

　旧増毛小学校「肝試し大会」が開催され、町内外合わせて１６４名が参加しました。
　「ぞうきんがけ選手権」と同様、北海道遺産に指定されている旧増毛小学校ＰＲのために開催され、
校舎の正面玄関をスタートした参加者は、「悪霊退散」と書かれたお札５枚を集めるため、体育館や
廊下などに設置されたチェックポイントを巡って出口を目指しました。
　廊下には、今にも動き出しそうな人体模型や参加者を驚かせるギミックが設置され、静まりかえっ
た校舎に悲鳴が響き渡ることも。そのクオリティの高さから、途中棄権してしまった参加者もおり、
昼間とは違った顔を見せる夜の木造校舎に、恐怖の念が体中を駆け巡った参加者も見受けられました。

夜の木造校舎で行われた度胸試し

　増毛町、町教育委員会主催の「第３５回リトル
カップサッカー大会」がリバーサイドパークで開
催され、１２チームが参戦しました。
　本大会は男子小学生４年生以下及び女子小学６
年生以下が対象で、増毛町のスポーツ交流事業と
して開催されています。
　「増毛サッカー少年団」が７位、「増毛ジュニ
ア」は惜しくも決勝トーナメント進出を逃しまし
たが、チーム一丸となって白熱した試合を繰り広
げました。

２５年ぶりの
全道大会ベスト８！

～ 第６３回北海道中学校サッカー大会 ～ ～ 第３５回増毛リトルカップサッカー大会 ～

　第６３回北海道中学校サッカー大会が函館市で
開催され、増毛中学校サッカー部が２５年ぶりの
全道大会ベスト８を果たしました。
　「はっきり～プレー・意思・礼儀・役割～」を
チームの目標とし、組織的な攻守からチームワー
クを発揮し、勝利を重ねました。
　キャプテンの石崎煌晟さんは「守備を重点的に
味方との連携を意識して、結果を出すことができ
た。次の世代には協力してプレーすることを大切
にして欲しい。」と語ってくれました。

華麗なビルドアップを披露！
7／31（水）

7／29（月）

7／31（水）
〜 8／10（土）

8／11（日）
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１本当りの太さ
５ｃｍ未満

■お問合せ先
　留萌南部衛生組合（☎４３ー２５５５、４３ー２５８８）　役場町民課・町民環境係（☎５３ー１１１２）

せ ん 定 枝 の 特 別 収 集 に つ い て
　町では、１０月に「庭木のせん定枝」を無料で収集します。指定された日以外の排出は、有料
扱いとなりますのでご注意ください。
【庭木のせん定枝の出し方】
　・ 枝の長さを１ｍ未満（太さ５ｃｍ未満）にして、１ｍくらいの紐で縛る。
　・ 庭、畑などを整理したもの（囲いなどの木・とうきび等の茎）は出せません。
　・ 使用しているゴミステーションの横に、午前９時までに出してください。
【庭木のせん定枝の特別収集日】

阿分、信砂、舎熊、箸別、湯の沢
『ステーション番号　１～５４、１９２、２００』

収　集　地　区収　集　日

１０月７日（月）

１０月１４日（月）

中歌、港町、見晴町、市街地区（海岸通線から３丁目通線まで）
『ステーション番号　５５～１０６、２０２～２０６、２０８』

市街地区（４丁目通線から暑寒沢まで）
『ステーション番号　１０７～１６６、２０１、２０７』

別苅、岩尾、雄冬
『ステーション番号　１６７～１９１、１９３～１９９』

※杉、松、おんこ等の針葉樹のせん定枝については出すことができません。
環境への負荷を減らすため、皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

※必ず全ての葉を取ってゴミステーションに出すようにしてください！

長さ１ｍ未満

出張無料法律相談会
　あなたがお住まいの地域まで、弁護士が出張します。

［相談日時］
　９月２６日（木）１３時００分～１６時００分（３０分×６枠分）
　※相談は、前日までの事前予約制とさせていただきます。（先着順）
［相談場所］　　　　
　増毛町文化センター
［相談料］　　　　　
　無料
［相談担当者］　　　
　旭川弁護士会に所属する弁護士
［相談内容］
　債務整理、離婚・相続、成年後見、民事事件、刑事事件など、
幅広い相談に対応します。
　この機会に、日頃の悩みについて、お気軽にご相談ください。
［事前予約・お問合せ先］
　役場町民課・町民環境係（☎５３ー１１１２）

弁護士による

出張無料法律相談会
無料法律相談会日程表

【令和６年】
★９月２６日（木）
　増毛町［文化センター］   
☆１０月２４日（木）
　羽幌町［勤労青少年ホーム］　 
☆１１月２８日（木）　
　初山別村［自然交流センター］
☆１２月１９日（木）
　苫前町［コミュニティーセンター］ 
【令和７年】
☆１月２３日（木）
　小平町［文化交流センター］
★２月２７日（木）
　増毛町［文化センター］
☆３月２７日（木）
　羽幌町［勤労青少年ホーム］ 

※お住まいの市町村以外でも上記
　で開催される相談会に申込いた
　だくことが可能です。
【お問合せ先】
　◇小 平 町　☎５６ー２１１１
　◇苫 前 町　☎６４ー２２１２
　◇羽 幌 町　☎６２ー１２１１
　◇初山別村　☎６７ー２２１１

8／15
（木）

8／1
（木）

8／14
（水）

～ 令和６年度北海道町村教育委員会連合会表彰 ～ ～ 増毛町戦没者追悼式 ～

戦没者の冥福を祈る多年にわたる教育振興に寄与

　増毛町戦没者追悼式が文化センターで行われ、
遺族や来賓合わせて約４０名が参列しました。
　式辞では堀町長が「過去の戦争を改めて振り返
り、再び悲劇を繰り返さないという決意を新たに
いたします。」と追悼の言葉を述べました。
　参列した遺族や来賓は、祭壇に白菊を献花し、
戦争により尊い命を犠牲にされた方々への冥福を
祈り、増毛町遺族会の大西末治会長が「戦争を知
らない世代に平和の大切さを語り継ぐことが我々
の責務である」と誓いの言葉を述べました。

　北海道町村教育委員会連合会による教育功労者
の表彰があり、増毛町から仙北剛久委員が表彰さ
れました。
　この取組は、教育委員を１２年以上在職した者
に対して表彰を行っており、農業に従事する傍ら
平成２３年１０月から現在に至るまでの活動実績
が認められました。
　仙北委員は「関係各位の協力があっての受賞を
光栄に思う。今後とも増毛町の教育振興に尽力し
たい」と述べました。

～ 納涼盆踊り大会 ～ ～ 元陣屋特別展「加納和美回顧展」～

町出身画家が生み出す
稀有な色彩

やぐらを囲って
夏の一夜を堪能

　「加納和美回顧展」が元陣屋で開催され、新ロマ
ン派展等で活躍した数々の作品が展覧されました。
　新ロマン派とは終戦直後にそれまで抑圧されて
いた芸術活動に自由な創作を求めて設立されたも
ので、加納氏は昭和４７年に新ロマン派展に初出
品すると北海道新聞社賞を受賞、農業を営む傍ら
画業を続け、「不調和な中の調和、アンバランスの
中のバランス」を求めて創作活動を続けました。

　町商工会主催の「納涼盆踊り大会」がメモリア
ルパークで開催され、町民ら約３００人が盆踊り
や抽選会を楽しみました。
　この日は子供盆踊り・増毛音頭・一般盆踊りの
３部門に分かれて開催。更には、ミャンマー出身
の方々が母国の郷土芸能である踊りを披露し、テ
ンポの良い曲調に合わせて町民と共に踊る姿も見
受けられました。

8／2（金）

8／25（日）
〜
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扱いとなりますのでご注意ください。
【庭木のせん定枝の出し方】
　・ 枝の長さを１ｍ未満（太さ５ｃｍ未満）にして、１ｍくらいの紐で縛る。
　・ 庭、畑などを整理したもの（囲いなどの木・とうきび等の茎）は出せません。
　・ 使用しているゴミステーションの横に、午前９時までに出してください。
【庭木のせん定枝の特別収集日】

阿分、信砂、舎熊、箸別、湯の沢
『ステーション番号　１～５４、１９２、２００』

収　集　地　区収　集　日

１０月７日（月）

１０月１４日（月）

中歌、港町、見晴町、市街地区（海岸通線から３丁目通線まで）
『ステーション番号　５５～１０６、２０２～２０６、２０８』

市街地区（４丁目通線から暑寒沢まで）
『ステーション番号　１０７～１６６、２０１、２０７』

別苅、岩尾、雄冬
『ステーション番号　１６７～１９１、１９３～１９９』

※杉、松、おんこ等の針葉樹のせん定枝については出すことができません。
環境への負荷を減らすため、皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

※必ず全ての葉を取ってゴミステーションに出すようにしてください！
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１年に一度、検診を受けましょう１年に一度、検診を受けましょう
（特定健診・がん検診のご案内）

通院中の方も

　健康に自信
のある方も！

・胃・肺・大腸がん　　４０歳以上
・肺ヘリカルＣＴ　　５０歳以上
・乳 が ん　　　  ３０歳以上女性
・子宮がん　　　  ２０歳以上女性

・特 定 健 診　４０歳以上
　（国保・後期高齢・生保・社保被扶養者）
・前立腺がん　５０歳以上男性
・甲状腺検査　４０歳以上

［対象年齢］ ※項目により対象年齢が決まっています。（年度内年齢）
・ピロリ菌検査　４０歳以上
・エキノコックス症検査　
　　　　　  小学３年生以上

　個別健診は、来年３月末まで
です。
　ご予約は役場保健指導係へ。
　ご自分で検診を受け、検診結
果が届きましたら、保健指導係
で検診料金を支払います。

上記の健診をまだお申込みされていない方は、役場保健指導係までお問い合わせください。
【お問合せ先】役場福祉厚生課保健指導係（☎５３ー３１１１）

月～金曜日 ９：００～２１：００／土日・祝日 １０：００～１６：００
（全国共通ダイヤル）

０５７０ー０６４ー５５６
北海道いのちの電話
こころの健康相談統一ダイヤル

０１１ー２３１ー４３４３「消えてしまいたい」気持ちの時に…

【お問合せ先】地域包括支援センター（健康一番館内）（☎５３ー３１１１）

秋 の 集 団 健 診 個 別 健 診
［日時］　１０月２７日（日）
　　　　　 　２８日（月）
　　　　早朝～午前中
［場所］　増毛町文化センター
［検査項目］
  ・特定健診
  ・胃・肺・大腸がん検診
  ・ピロリ菌検査
  ・前立腺がん検診
  ・甲状腺検査
  ・肝炎検査
  ・エキノコックス症検査

①旭川がん検診センター
　［日時］平日または第１・３土曜日
　※送迎バスは９／１１（水）、１１／８（金）
　　にあります。
　［検査項目］
　  ・特定健診
　  ・胃・肺・大腸がん検診
　  ・ピロリ菌検査
　  ・肺ヘリカルＣＴ検診
　  ・前立腺がん検診
　  ・甲状腺検査
　  ・肝炎検査
　  ・乳がん検診
　  ・子宮がん検診

②留萌市立病院
　［日時］　平日午前中
　［検査項目］
　  ・乳がん検診（月・火・金）
　  ・子宮がん検診

９月１０日は世界自殺予防デー １０～１６日は自殺予防週間で、啓発活動を行っています。

① 野山には１人で入らず、複数で行動するようにしましょう。入山する時は、熊鈴やラジオな
　 どを持って、会話しながら、人の存在を知らせましょう。

② 薄暗い時の行動は避け、野山に入る前には、新聞やテレビなどで、ヒグマの出没情報などを
　 確認しましょう。

③ ヒグマは、いったんゴミの味を覚えると、それを目当てにゴミ捨て場などに繰り返し出没す
　 るようになります。ゴミを野外に放置したり、埋めたりしないようにしましょう。

④ ヒグマのフンや足跡、草や木などが食いちぎられた跡などを見つけたときは、すぐに引き返
　 しましょう。

⑤ 万が一、ヒグマに遭遇した場合は、落ち着いて行動しましょう。逃げたり、
　 騒いだり、慌てて行動すると、かえってヒグマを興奮させ、襲われる危険
　 があります。リュックや持ち物の回収はせず、ゆっくりと静かに立ち去り
　 ましょう。

⑥ 野山に入る際は、万が一、ヒグマに遭遇した場合に備え、熊撃退スプレー
　 や熊鈴を携帯しましょう。

　支払った保険料は、同一生計の家族の分を含めた全額が社会保険料控除の対象となり、
大きな節税効果を得られます。

　保険料の支払いが厳しい時などは、途中で脱退して保険料の支払いを一時停止することができます。この
場合、納められた保険料については、脱退後も農業者年金基金が運用を続け、将来、年金として支給されま
す。（脱退一時金はありません。）また、加入要件を満たせばいつでも再加入できるので、年金原資の積み立
てを再開できます。

○積立方式・確定拠出型の年金で、運用は安心です。
　（制度発足以降２１年間の運用利回りの平均は、年率で＋2.74％です。運用益は非課税で年金原資
　 として積み上がります。）
○年金を受け取る時には、公的年金による所得として公的年金等控除を受けることができます。
○死亡一時金は非課税です。

【お問合せ先】ＪＡるもい増毛支所（☎５３ー２０２７）  農業委員会事務局（☎５３ー１１１６）

※保険料支払分で控除される所得税＋復興特別所得税＋個人住民税の額の試算です。保険料支払い後も保険料
　支払い前と適用される税率に変更がないものとして試算しています。

農業者年金農業者年金農業者年金
保険料の全額が社会保険料控除の税制優遇措置を受けられます！

途中脱退、再加入も可能です！

課税対象所得

１９５万円以下 １５.１％ ３万６千円 １２万１千円
１６万２千円
２４万４千円

４万８千円
７万３千円

２０.２％
３０.４％

１９５万円超３３０万円以下
３３０万円超６９５万円以下

税　 率 保険料月額２万円
（年額２４万円）の場合

保険料月額６万７千円
（年額８０万４千円）の場合

知って得する！

【お問合せ先】留萌警察署（☎４２ー０１１０）

ヒグマとの事故を防ぐために
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① 野山には１人で入らず、複数で行動するようにしましょう。入山する時は、熊鈴やラジオな
　 どを持って、会話しながら、人の存在を知らせましょう。

② 薄暗い時の行動は避け、野山に入る前には、新聞やテレビなどで、ヒグマの出没情報などを
　 確認しましょう。

③ ヒグマは、いったんゴミの味を覚えると、それを目当てにゴミ捨て場などに繰り返し出没す
　 るようになります。ゴミを野外に放置したり、埋めたりしないようにしましょう。

④ ヒグマのフンや足跡、草や木などが食いちぎられた跡などを見つけたときは、すぐに引き返
　 しましょう。

⑤ 万が一、ヒグマに遭遇した場合は、落ち着いて行動しましょう。逃げたり、
　 騒いだり、慌てて行動すると、かえってヒグマを興奮させ、襲われる危険
　 があります。リュックや持ち物の回収はせず、ゆっくりと静かに立ち去り
　 ましょう。

⑥ 野山に入る際は、万が一、ヒグマに遭遇した場合に備え、熊撃退スプレー
　 や熊鈴を携帯しましょう。

　支払った保険料は、同一生計の家族の分を含めた全額が社会保険料控除の対象となり、
大きな節税効果を得られます。

　保険料の支払いが厳しい時などは、途中で脱退して保険料の支払いを一時停止することができます。この
場合、納められた保険料については、脱退後も農業者年金基金が運用を続け、将来、年金として支給されま
す。（脱退一時金はありません。）また、加入要件を満たせばいつでも再加入できるので、年金原資の積み立
てを再開できます。

○積立方式・確定拠出型の年金で、運用は安心です。
　（制度発足以降２１年間の運用利回りの平均は、年率で＋2.74％です。運用益は非課税で年金原資
　 として積み上がります。）
○年金を受け取る時には、公的年金による所得として公的年金等控除を受けることができます。
○死亡一時金は非課税です。

【お問合せ先】ＪＡるもい増毛支所（☎５３ー２０２７）  農業委員会事務局（☎５３ー１１１６）

※保険料支払分で控除される所得税＋復興特別所得税＋個人住民税の額の試算です。保険料支払い後も保険料
　支払い前と適用される税率に変更がないものとして試算しています。

農業者年金農業者年金農業者年金
保険料の全額が社会保険料控除の税制優遇措置を受けられます！

途中脱退、再加入も可能です！

課税対象所得

１９５万円以下 １５.１％ ３万６千円 １２万１千円
１６万２千円
２４万４千円

４万８千円
７万３千円

２０.２％
３０.４％

１９５万円超３３０万円以下
３３０万円超６９５万円以下

税　 率 保険料月額２万円
（年額２４万円）の場合

保険料月額６万７千円
（年額８０万４千円）の場合

知って得する！

【お問合せ先】留萌警察署（☎４２ー０１１０）

ヒグマとの事故を防ぐために
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　商店、スーパーマーケット、食品加工場、学校、病院などで、取引や証明上の計量に使用す
るはかりは、※１検定証印等が付されたものでなければなりません。
　また、計量法第１９条第１項の規定により、２年に１度、北海道知事が実施する定期検査を
受けることが義務づけられています。
　定期検査に合格したはかりには、「※２定期検査済証印」が付され、継続して取引・証明に使用
することができるようになります。
　この検査を受検しなければ、取引や証明上の計量に使用することができませんので、御注意
ください。
　当町では、はかりの検査を次の日程で行いますので、受検するようお願いします。

　７月３０日、公共施設整備や環境整備などの
地域貢献活動に対する感謝状贈呈式が役場会議
室で行われ、３社２企業体の代表の方へ、堀町
長がお礼の言葉を述べ、感謝状が手渡されまし
た。
　なお、各社の地域貢献内容については下記の
とおりです。

●萌州・和秀 経常建設共同企業体
　舎熊地区のバス停留所の外壁補修、
　町道冷水橋の草刈り（4/11、6/12実施）

●堀松・増毛土建 経常建設共同企業体
　町道古茶内道路線草刈り、
　増毛町港まつりに向けた増毛港の清掃
　　　　　　　　　　  （6/17、7/8 実施）

●北央道路工業株式会社
　町道市街地道路における舗装のパッチング
　　　　　　　　　　　　　　　（6/13 実施）

●株式会社阿部工業、増毛土建株式会社
　山の神神社の社殿塗装作業（6/28 実施）

検定証印

※検定等に合格したはかりの銘
　板等にいずれかの証印が付さ
　れています。

基準適合証印

【検査期日】
　・９月１１日（水）９時３０分～１６時００分
　・９月１２日（木）９時３０分～１２時００分

【検査場所】　
　増毛町文化センター

はかり定期検査のお知らせ

※１ 検定等に合格したはかりに付される検定証印等

【お問合せ先】役場商工観光課（☎５３ー３３３２）

※２ 定期検査済証印
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　商店、スーパーマーケット、食品加工場、学校、病院などで、取引や証明上の計量に使用す
るはかりは、※１検定証印等が付されたものでなければなりません。
　また、計量法第１９条第１項の規定により、２年に１度、北海道知事が実施する定期検査を
受けることが義務づけられています。
　定期検査に合格したはかりには、「※２定期検査済証印」が付され、継続して取引・証明に使用
することができるようになります。
　この検査を受検しなければ、取引や証明上の計量に使用することができませんので、御注意
ください。
　当町では、はかりの検査を次の日程で行いますので、受検するようお願いします。

　７月３０日、公共施設整備や環境整備などの
地域貢献活動に対する感謝状贈呈式が役場会議
室で行われ、３社２企業体の代表の方へ、堀町
長がお礼の言葉を述べ、感謝状が手渡されまし
た。
　なお、各社の地域貢献内容については下記の
とおりです。

●萌州・和秀 経常建設共同企業体
　舎熊地区のバス停留所の外壁補修、
　町道冷水橋の草刈り（4/11、6/12実施）

●堀松・増毛土建 経常建設共同企業体
　町道古茶内道路線草刈り、
　増毛町港まつりに向けた増毛港の清掃
　　　　　　　　　　  （6/17、7/8 実施）

●北央道路工業株式会社
　町道市街地道路における舗装のパッチング
　　　　　　　　　　　　　　　（6/13 実施）

●株式会社阿部工業、増毛土建株式会社
　山の神神社の社殿塗装作業（6/28 実施）

検定証印

※検定等に合格したはかりの銘
　板等にいずれかの証印が付さ
　れています。

基準適合証印

【検査期日】
　・９月１１日（水）９時３０分～１６時００分
　・９月１２日（木）９時３０分～１２時００分

【検査場所】　
　増毛町文化センター

はかり定期検査のお知らせ

※１ 検定等に合格したはかりに付される検定証印等

【お問合せ先】役場商工観光課（☎５３ー３３３２）

※２ 定期検査済証印
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記
入
し
、
３
ヶ
月
以
内
に
撮
影

　

し
た
鮮
明
な
正
面
・
無
帽
・
無

　

背
景
の
上
半
身
写
真
［
縦
４
・

　

５
㎝
横
３
・
５
㎝
］
を
貼
付
し

　

た
も
の
）

②
身
上
調
査
書
（
指
定
の
様
式
）

③
健
康
診
断
書
（
指
定
の
様
式
）

④
有
し
て
い
る
資
格
証
・
免
許
証

　

の
写
し

⑤
最
終
学
歴
の
学
校
等
の
卒
業
証

　

明
書

■
申
込
期
限

　

随
時

※
採
用
者
が
決
定
し
だ
い
募
集
終

　

了
■
採
用
期
日

　

随
時

■
初
任
給
及
び
そ
の
他
の
給
与

　

増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
に
よ
る

■
試
験
日
時
等

　

書
類
受
理
後
、
申
込
者
に
通
知

し
ま
す
。

■
各
種
様
式

　

増
毛
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書

等
の
様
式
は
、
増
毛
町
役
場
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
１
）

　
「
増
毛
秋
の
味
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

秋
鮭
の
限
定
販
売
や
農
産
品
、

水
産
加
工
品
の
販
売
な
ど
増
毛
町

の
秋
の
味
覚
が
大
集
結
し
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
大
抽
選
会
や
ホ

タ
テ
フ
リ
ス
ビ
ー
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、巡
視
艇
「
は
ま
な
す
」

の
特
別
公
開
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
日
程　

　

９
月
29
日
（
日
）

　

10
時
00
分
～
14
時
00
分

■
会
場　

　

増
毛
港
中
央
埠
頭

■
そ
の
他

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記

の
お
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

役
場
商
工
観
光
課
（
実
行
委
員

会
事
務
局
）（
☎
５
３
ー
３
３
３
２
）

　

10
月
１
日
（
火
）
か
ら
10
月
７

日
（
月
）
ま
で
は
公
証
週
間
で
す
。

　

公
証
人
は
、
公
証
役
場
に
お
い

て
遺
言
や
大
切
な
契
約
な
ど
の
公

正
証
書
の
作
成
、
会
社
を
設
立
す

る
際
の
定
款
の
認
証
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

公
証
人
は
、
法
務
大
臣
に
よ
っ

て
任
命
さ
れ
る
公
務
員
で
す
。

　

遺
言
者
の
家
族
関
係
に
ふ
さ
わ

し
い
形
で
財
産
を
承
継
さ
せ
る
に

は
、
遺
言
を
し
て
お
く
こ
と
が
一

番
で
す
。
遺
産
争
い
を
予
防
し
、

紛
失
の
心
配
も
な
い
の
で
、
後
に

残
さ
れ
た
方
々
が
困
り
ま
せ
ん
。

原
本
は
公
証
役
場
で
保
存
し
て
い

ま
す
の
で
、
偽
造
・
変
造
の
心
配

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
公
証
人
が
自
宅
や
病
院

（
施
設
）
へ
出
向
い
て
遺
言
書
を

作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

公
証
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

公
証
役
場
又
は
法
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

旭
川
公
証
人
合
同
役
場

 

（
☎
０
１
６
６
ー
２
３
ー
０
０
９
８
）

　

旭
川
地
方
法
務
局

 

（
☎
０
１
６
６
ー
３
８
ー
１
１
４
４
）

　

増
毛
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
２
４
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

■
テ
ー
マ

　

～
ｌ
ｅ
ａ
ｖ
ｅ 

ｔ
ｏ 

ｐ
ｏ
ｓ

ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
～

後
世
に
残
し
た
い
増
毛
町
の
魅
力

■
募
集
期
間

　

６
月
１
日
（
土
）
～

　
　
　
　

10
月
31
日
（
木
）
必
着

■
賞
・
賞
品

【
一
般
の
部
】

☆
最
優
秀
賞
（
１
点
以
内
）

　
　
　
　
　

２
万
円
相
当
の
賞
品

☆
優
秀
賞
（
２
点
程
度
）

　
　
　
　
　

１
万
円
相
当
の
賞
品
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問

問

お
知
ら
せ

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

増毛町公式
ホームページ

増
毛
町
職
員

　
（
水
道
技
術
職
員
）

「
第
53
回
増
毛
秋
の
味
ま
つ
り

〜
ホ
タ
テ
も
サ
ケ
も
フ
ル
ー

ツ
も
〜
」の
開
催
に
つ
い
て

問増
毛
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

  

２
０
２
４
作
品
募
集
！



☆
入
選
（
２
点
程
度
）

　
　
　
　
　

３
千
円
相
当
の
賞
品

【
学
生
の
部
】

☆
最
優
秀
賞
（
１
点
以
内
）

　
　
　
　
　

１
万
円
相
当
の
賞
品

☆
優
秀
賞
（
２
点
程
度
）

　
　
　
　
　

５
千
円
相
当
の
賞
品

☆
入
選
（
２
点
程
度
）

　
　
　
　
　

２
千
円
相
当
の
賞
品

■
そ
の
他

　

応
募
規
定
や
応
募
方
法
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　

役
場
町
民
課
・
町
民
環
境
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
２
）

　

当
該
路
線
に
つ
い
て
は
、
自
家

用
車
の
普
及
、
地
域
住
民
の
減
少

に
よ
り
、
利
用
者
の
増
加
が
見
込

め
な
い
た
め
、
左
記
の
通
り
廃
止

と
な
り
ま
す
。

■
廃
止
予
定
日

　

９
月
30
日
（
月
）
の
最
終
便
を

も
っ
て
廃
止

■
別
苅
雄
冬
線
で
廃
止
と
な
る
停

留
所

 

・
雄
冬

 

・
雄
冬
漁
港
前

 

・
ケ
マ
フ
レ

 

・
岩
老

 

・
歩
古
丹

■
廃
止
に
伴
う
代
替

　

あ
っ
ぷ
る
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
料
を

雄
冬
・
岩
老
地
区
発
着
に
限
り
、

現
在
の
バ
ス
料
金
同
等
額
に
減
免

し
、
適
用
時
間
は
９
時
00
分
～
17

時
00
分
受
付
ま
で
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
留
萌
市
の
医
療
機

関
」
を
受
診
す
る
方
に
限
り
、
予

約
に
よ
り
朝
（
７
時
台
）
も
運
行

し
ま
す
。

　

役
場
町
民
課
・
町
民
環
境
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
２
）

■
運
動
期
間

　

９
月
21
日
（
土
）
～
９
月
30
日

（
月
）
の
10
日
間

■
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　

歩
行
者
や
自
転
車
を
見
落
と
し

や
す
く
な
る
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に

か
け
て
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」
と
「
安

全
確
認
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

横
断
歩
道
を
横
断
す
る
歩
行
者

や
自
転
車
が
い
る
場
合
は
、
必
ず

横
断
歩
道
の
手
前
で
一
時
停
止
し

ま
し
ょ
う
。

■
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

　

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
早
く
見
つ
け

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
外
出
す
る

時
は
明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材

を
身
に
つ
け
て
、
自
分
の
存
在
を

目
立
た
せ
ま
し
ょ
う
。

　

横
断
歩
道
を
渡
る
時
は
、
手
を

あ
げ
る
等
の
合
図
を
し
て
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
「
道
路
を
横
断
す
る
意

思
」
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

信
号
が
青
に
な
っ
て
も
す
ぐ
に

横
断
せ
ず
、
近
づ
い
て
く
る
車
が

い
な
い
か
安
全
を
確
認
し
て
か
ら

渡
り
始
め
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

　

見
通
し
の
悪
い
場
所
や
一
時
停

止
の
標
識
が
あ
る
場
所
で
は
、
必

ず
止
ま
っ
て
安
全
確
認
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
に
乗
る
時
に
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

　

留
萌
警
察
署

　
（
☎
４
２
ー
０
１
１
０
）

　

市
街
地
区
敬
老
会
に
つ
き
ま
し

て
、
昨
年
度
よ
り
開
催
し
な
い
こ

と
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
市

街
地
区
の
該
当
す
る
高
齢
者
の
皆

様
に
は
敬
老
祝
い
品
を
配
付
い
た

し
ま
す
。
配
付
の
時
期
は
９
月
中

旬
か
ら
下
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
市
街
地
区
以
外
の
敬
老

会
に
つ
い
て
は
、
開
催
の
有
無
及

び
開
催
方
法
に
つ
い
て
は
各
自
治

会
等
に
一
任
す
る
こ
と
に
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

役
場
福
祉
厚
生
課
民
生
係

　
（
☎
５
３
ー
３
１
１
１
）

　

今
年
の
温
水
プ
ー
ル
の
営
業
は
、

９
月
23
日
（
月
）
で
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
利
用
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
地
域
学
習
課
・
ス

ポ
ー
ツ
係
（
☎
５
３
ー
２
４
２
７
）

　　

子
ど
も
活
動
会
議
が
主
催
し
、

小
学
５
・
６
年
生
の
実
行
委
員
が

企
画
運
営
を
す
る
「
ご
だ
ら
っ
ぺ

王
国
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
ゲ
ー

ム
で
獲
得
し
た
「
ら
っ
ぺ
紙
幣
」

を
使
い
、
出
店
で
食
事
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
の
運
営
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
大
人
ス
タ
ッ
フ
を
募
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
実
施

温
水
プ
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営
業
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了
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問
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問問

昨
年
の
最
優
秀
賞
作
品（
一
般
の
部
）

「
暑
寒
別
岳 

春
の
訪
れ
」

市
街
地
区
敬
老
会
開
催
中

止
に
と
も
な
う
敬
老
祝
い

品
の
配
付
に
つ
い
て

沿
岸
バ
ス「
別
苅
雄
冬
線
」

の
廃
止
に
つ
い
て

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

「
ご
だ
ら
っ
ぺ
王
国
祭
」



集
し
て
お
り
ま
す
。
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
方
は
左
記
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

　

９
月
23
日
（
月
・
祝
）

　

10
時
00
分
～

■
場
所　

 

・
町
立
体
育
館

　

開
会
式
・
ゲ
ー
ム
会
場

 

・
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　

出
店
会
場

■
そ
の
他

　

上
靴
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
地
域
学
習
課
・
社

会
教
育
係
（
☎
５
３
ー
２
４
２
７
）

　

下
水
道
の
日
は
、
下
水
道
の
普

及
促
進
活
動
を
全
国
に
発
信
す
る

た
め
、
昭
和
36
年
に
建
設
省
（
現

国
土
交
通
省
）
及
び
関
係
機
関
で

定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
皆
様
に
事
故
無
く
安
全

に
下
水
道
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
下
水
道
管
の
点
検
や
処
理
施

設
の
改
修
等
を
行
い
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

下
水
道
は
皆
様
の
生
活
環
境
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
公
共
財
産

で
す
。
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
油

や
、
紙
お
む
つ
な
ど
の
下
水
道
管

が
つ
ま
る
恐
れ
の
あ
る
物
は
流
す

こ
と
の
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ご
近
所
の
お
宅
の

流
れ
が
悪
く
な
り
、
閉
塞
事
故
の

原
因
と
な
る
ば
か
り
か
、
処
理
施

設
の
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
正
し
く
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
利
用
者
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

役
場
上
下
水
道
課
・
下
水
道
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
５
２
）

　

増
毛
町
合
同
墓
の
令
和
６
年
９

月
の
納
骨
日
に
つ
い
て
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
納
骨
日

　

９
月
27
日
（
金
）

■
納
骨
可
能
時
間

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

14
時
00
分
～
16
時
00
分

※
納
骨
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必

　

ず
納
骨
日
の
前
日
ま
で
に
申
請

　

手
続
き
及
び
予
約
を
完
了
し
て

　

く
だ
さ
い
。
特
に
、
他
の
墓
地

　

等
か
ら
の
改
葬
の
場
合
は
時
間

　

を
要
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
の

　

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
申

　

請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
増
毛

　

町
役
場
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
合
同
墓
に
一
度
納
骨
し
た
焼
骨

　

は
、
取
り
出
す
こ
と
は
で
き
ま

　

せ
ん
。
ご
使
用
に
あ
た
っ
て
は

　

申
請
す
る
方
だ
け
で
決
め
ず
に
、

　

必
ず
他
の
親
族
等
と
ご
相
談
の

　

上
、
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

役
場
企
画
財
政
課
・
管
財
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
０
）

　
■
期
間

　

令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日

■
開
示
状
況

 

・
請
求
受
理
件
数　

４
件
（
全
部

公
開
２
件
、
一
部
公
開
２
件
）

 

・
不
服
申
立
件
数　

０
件

　

役
場
総
務
課
・
情
報
管
理
係

　
（
☎
５
３
ー
１
６
６
６
）

　

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
で
は
、

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
を
９
月
10
日

（
火
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。

■
ワ
ク
チ
ン
接
種
日

　

毎
週
火
曜
日
15
時
00
分
～

　
（
都
合
に
よ
り
接
種
を
し
な
い

日
も
あ
り
ま
す
）

■
接
種
費
用

 

・
生
ワ
ク
チ
ン
（
皮
下
注
射
）

　

８
，
８
０
０
円
（
税
込
）

 

・ 

不
活
化
ワ
ク
チ
ン（
筋
肉
注
射
）

　

２
２
，
０
０
０
円
／
２
回
接
種

　
（
税
込
）

※
50
才
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、

　

町
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
出

　

来
ま
す
。

　

市
街
診
療
所

　
（
☎
５
３
ー
１
８
１
１
）
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９
月
10
日
は

　

  　
「
下
水
道
の
日
」

問

問新着本案内 総合交流促進施設元陣屋（電話 53–3522）

十戒 そうじきのなかのボンボン夕木　春央 著 加藤　絢子 作・絵
　枝内島にリゾート施設を開業す
るため集まった９人の関係者。島
の視察を終えた翌朝、不動産会
社の社長が殺され「犯人を知ろう
としてはならない」という紙片が
落ちていた。

　古い掃除機の中で暮らしている
ボンボンとパパ。仲良く暮らして
いましたが、突然、掃除機が壊れ
てしまい、２人はどこかへ運ばれ
て行きます。２人は、いったいど
うなってしまうの？

令
和
５
年
度
増
毛
町
情
報

公
開
条
例
に
基
づ
く
実
施

状
況
に
つ
い
て

問

問

問増
毛
町
合
同
墓
の
納
骨
日

（
令
和
６
年
９
月
）に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の

開
始
に
つ
い
て

増毛町合同墓
について

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

3,535
1,626
1,909
1,973

－１２
－４

－８
ー４

８

８月１日～８月３１日届出分

堀

　利
春
さ
ん
（
永
寿
町
）
２３ 

ー
４
区
自
治
会
へ

香
典
の
一
部
か
ら

野
上

　洋
子
さ
ん
（
稲
葉
町
）

堀

　利
春
さ
ん
（
永
寿
町
）

社
会
福
祉
に

役
場
町
民
課
・町
民
環
境
係（
電
話 

５
３
ー
１
１
１
２
）

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
）
（
受
付
順
）

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
）

【
１０
月
号
へ
の
掲
載
希
望
　
９
月
２０
日（
金
）ま
で
】

役場上下水道課（☎５３－１１５２）

役場税務課・税務係（☎５３－１１１４）

上下水道料金
９月２５日（水）

９月３０日（月）
国民健康保険税（第３期）

町税等の納期について

　広報８月号の１７ページ「人の動き」の「お悔やみ

申し上げます」中で、下記の通り住所に誤りがありま

したので、訂正してお詫び申し上げます。

・祐川　一郎さん（誤）弁天町１→（正）別苅

【訂正とお詫び】

問
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福
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役
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町
民
課
・町
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環
境
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電
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５
３
ー
１
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１
２
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◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
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現
金
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受
付
順
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◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
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【
１０
月
号
へ
の
掲
載
希
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９
月
２０
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金
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９月３０日（月）
国民健康保険税（第３期）

町税等の納期について

　広報８月号の１７ページ「人の動き」の「お悔やみ

申し上げます」中で、下記の通り住所に誤りがありま

したので、訂正してお詫び申し上げます。

・祐川　一郎さん（誤）弁天町１→（正）別苅

【訂正とお詫び】



木

木

金

金

水

水

火

可 燃 資源1

プ ラペット

生 資源2

生 木

可 燃

生

生

生

生

生

生 粗 大

不 燃 か・び

不 燃 か・び

不 燃 か・び

不 燃 か・び

不 燃 か・び

生 金属・危険

可 燃

プ ラペット

プ ラペット

可 燃 資源1

生 資源2

水

木

金

金

土

土

木

金

土

日

日

月

土

日

月

土

日

月

月

火

日

月

火

水

木

火
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6
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5
６
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９
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25
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●広報ましけ９月号発行
●ザ・サーキット　18：30～　文化センター

●乳幼児総合健診（個別通知）健康一番館
●おはなしポトフ・プチ　13：00～　健康一番館
●ふまねっと教室　13：30～14：30
　　文化センター

●総合健診（個別通知）旭川がん検診センター
●脳生き生き音楽教室　1０：30～1１：３0
　　健康一番館

●乳幼児相談　9：30～11：30　健康一番館

●関節健康トレーニング　10：30～11：30　
　　健康一番館
●ストレッチヨガ　18：30～19：40
　　文化センター

●増毛中学校　学校祭

●四種混合・五種混合・Ｂ型肝炎・ロタ予防接種
　　15：30～16：00　市街診療所

●脳生き生き音楽教室　1０：30～1１：３0
　　健康一番館
●ヒブ・小児肺炎球菌予防接種
　　15：30～16：00　市街診療所

●脳生き生き音楽教室　1０：30～1１：３0
　　健康一番館
●日本脳炎・二種混合・子宮頸がん予防接種
　  15：30～16：00　市街診療所

●ふまねっと教室　13：30～14：30
　　文化センター
●町民スクール第３回講座
　「菊地流 魅力的な人生のススメ
　　　～出会いの人生から学んだこと～」
　　19：00～　文化センター　

●定例行政相談所開設　10：00～12：00
　　文化センター
●関節健康トレーニング　1０：30～1１：３0　
　　健康一番館
●ストレッチヨガ　1８：30～1９：40
　　文化センター

●関節健康トレーニング　1０：30～1１：３0　
　　健康一番館
●ストレッチヨガ　1８：30～1９：40
　　文化センター

●関節健康トレーニング　1０：30～1１：３0　
　　健康一番館
●ストレッチヨガ　1８：30～1９：40
　　文化センター

●ふまねっと教室　13：30～14：30
　　文化センター

●ふまねっと教室　13：30～14：30
　　文化センター

●ふまねっと教室　13：30～14：30
　　文化センター

●ふまねっと教室　13：30～14：30
　　文化センター

☆粗大ごみ申込受付最終日

7
8

家庭ごみの収集日について
マ
ー
ク
の
見
方

生ごみ 可燃系埋立ごみ 不燃系埋立ごみ プラ製容器 ペットボトル
金属類、危険ごみ 粗大ごみかん、びん 木くず

紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール 新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック

生

木 金属・危険

可 燃 不 燃

粗 大

プ ラ ペット

か・び

資源1 資源2

粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日） ■ 留萌南部衛生組合（電話43-2555・43-2588）問
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。 粗大ごみ収集の申込は9：00～17：00（受付最終日は15：00）ま
　でに、 留萌南部衛生組合 （電話43-2555・43-2588）に電話申込してください。 その際にステーション番号を忘れずに
　伝えてください。
※ 「ごみ分別ハンドブック」 では、申込は2日前の15：00までとなっていますが、 増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
　その前日） の15：00までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、 当該粗大ごみに貼り付け、 収集日の9：00までにごみステーション横又は
　自宅前に出してください。
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令
和
6
年
9
月
5
日
発
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月
号

9
発
行
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 役
 場

印
 刷
 ：
㈲
 弘
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●ザ・サーキット　18：30～　文化センター

●ザ・サーキット　18：30～　文化センター

●ザ・サーキット　18：30～　文化センター

●ごだらっぺ王国祭　10：00～
　　文化センター／町立体育館
●温水プール今季営業終了

●第５３回増毛秋の味まつり　10：00～14：00
　　増毛港中央埠頭

●ザ・サーキット　18：30～　文化センター

●広報ましけ１０月号発行

◯敬老の日祝

◯秋分の日祝

振替休日


